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はじめに

少⼦社会のなか安全・快適な出産・育児環境を求め，

助産師に対し⾼度な実践能⼒を求める消費者の声が⾼く

なっている．本学は助産師課程を平成15年に開始したが，

その後も教育改⾰，医療改⾰の速度は増している．全国

的にみると専⾨職⼤学院制度の創設（平成15年４⽉１⽇

施⾏）により，平成16年４⽉には助産研究科（専⾨職学

位課程），続いて平成17年４⽉には⼤学院の助産学専攻

で修⼠論⽂コースとは別に助産学上級実践コースが新設

された．これらはいずれも⼤学院で助産師国家試験受験

資格の取得ができる助産師養成課程である．

また，平成17年２⽉，国会における議員質問への答弁

書に基づき⽂部科学省から⼤学に対して助産学実習に関

する調査が⾏われた．愛知県も無資格者の分娩介助をな

くすための⾏政指導を⾏うなど，助産師の教育・業務に

ついて質を問う動きが強まっている．これらをふまえ，

本学では⼤学院の修⼠課程に助産師の資格取得ができる

コースの設置を専⾨看護師養成コースの設置とともに検

討を進めている．

平成17年度博⼠課程⼩委員会では，本学⼤学院への看

護職および学部⽣の進学に関する意⾒や，本学⼤学院修

了者の雇⽤に関する意⾒を広く調査した．本稿ではこの

調査のうち，助産師資格を有する看護職者の調査結果を

中⼼に分析を⾏い，本学⼤学院への助産師課程養成課程

の設置，ならびに進学希望に関する意⾒から，今後の助

産師養成のニーズに対応しうる看護系⼤学院のあり⽅を

検討したので報告する．

Ⅰ．調査⽬的

愛知県内で働く助産師免許を有する看護職者の本学⼤

学院への進学および⼤学院における助産師養成課程設置

に関するニーズを明らかにする．

Ⅱ．調査⽅法

１．調査⽤紙の配布対象

愛知県内における医療施設および助産施設の施設⻑お

よび各病院の看護部⾨責任者または助産師責任者に調査

の趣旨と⽅法を説明し，調査協⼒を依頼し同意が得られ

た61総合病院，92開業医院，25開業助産院で働く助産師

を対象に調査⽤紙を配布した．

２．調査期間

平成17年６⽉中旬から７⽉下旬
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３．調査⽅法

１）⼿続き

無記名⾃記式質問紙と調査協⼒依頼書を，対象に直接

または施設を通して配布し，同意が得られた者から質問

紙を留置または郵送により回収した．

２）調査内容

以下⑴∼⑶に⺬す内容について質問した．

⑴ 対象の属性：年齢，学歴，勤務場所，職位，⼤学院

⼊学資格審査制度の認知度など

⑵ 本学⼤学院への進学に関するニーズ：

現在の修⼠課程への進学希望，専⾨看護師（以下，

CNS）および助産師養成コース新設後の進学希望，博⼠

課程新設後の進学希望，⼤学院進学時の仕事の継続，進

学決定に際しての問題など

⑶ ⼤学院での助産師養成コースおよびCNS・認定看護

管理者コース設置への意⾒など

質問の形式は⑴，⑵が主に多肢選択式，⑶が⾃由記述

式で回答を求めた．

また，対象者には修⼠課程新設コース（CNSコース，

助産師養成コース，認定看護管理者コースで，助産師養

成コースは，修⼠課程で助産師国家試験受験資格取得が

可能なコース）についての説明を⾏った上で調査した．

４．倫理的配慮

対象に対しては，調査⽬的と⽅法，調査協⼒は⾃由意

志に基づくこと，調査に協⼒しないことによる不利益は

ないこと，調査は無記名で個⼈が特定されることはない

こと，データは調査⽬的以外に使⽤しないこと，調査結

果の公表時には個⼈や施設が特定されないこと，質問紙

の提出をもって同意の確認とすることを⽂書で説明した．

５．有効回答数と分析対象の区分

質問紙を直接助産師へ配布した数は910⼈で，その内

405⼈の回答を得た（有効回答率44.5％）．そして，病院

の看護職7184⼈へ配布し回収できた5243⼈の内，助産師

免許をもつ看護職198⼈からの回答をあわせ，本調査の

分析対象を603⼈とした．

６．集計および分析⽅法

質問項⽬ごとに結果を単純集計し，傾向を分析した．

⾃由記述の回答については，重要と思われる語句を抽出

し，項⽬を作成，分類化した．そして，その項⽬に該当

する回答頻度を量的に⺬す内容分析を⾏った．

Ⅲ．結果

１．対象の背景

調査に回答が得られた対象の年齢と学歴，⼤学院⼊学

資格審査制度（専修学校・各種学校卒業者に適⽤）の認

知度を表１に⺬した．

年齢の平均は37.2±10.8歳で，20∼40歳代に分散して

いた．特徴的なことは60歳以上の助産師が21⼈と他の看

護職者と⽐べて多く，幅広い年齢層からの結果となった．

学歴は，専修学校・各種学校が329⼈（54.5％）と半数

を占め，短期⼤学155⼈（25.7％），⼤学98⼈（16.3％），

修⼠課程８⼈（1.3％）であった．

勤務場所は病院198⼈（32.8％），クリニック122⼈

（20.2％），助産院33⼈（5.5％），その他244⼈（40.5％）

と勤務場所の⼤きな偏りはみられなかった．

現在の職位は管理職にある助産師（主任・係⻑・師⻑・

部⻑・院⻑等）が105⼈（17.3％）で，スタッフである助

産師が489⼈（81.1％）と８割を占めていた．
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表１ 愛知県内で働く助産師の背景



⼤学院⼊学資格審査制度の認知度について，よく知って

いる者は83⼈（13.8％）と少なく，知っているが条件は

知らない者292⼈（48.4％），知らない者222⼈（36.8％）

で，⼤学院⼊学の⾨⼾を広げる資格審査の制度は⼗分に

知られていないことが明らかになった．

２．本学⼤学院への進学に関するニーズ

１）現在の本学⼤学院（修⼠課程）への進学希望

現在の本学⼤学院（修⼠課程）への進学希望は「進学

したい」28⼈，「できれば進学したい」202⼈をあわせる

と，230⼈（38.1％）が進学を希望していた．

２）修⼠課程に新設コースを設置した場合の進学希望

本学修⼠課程にCNSコース，助産師養成コース，認定

看護管理者コースを新設した場合の進学希望を表２に⺬

した．「進学したい」32⼈，「できれば進学したい」224⼈

をあわせると，256⼈（42.5％）が進学を希望していた．

CNSの希望領域（複数回答）をみると，助産師の専⾨

領域である⺟性看護が最も多く225⼈，次いで，⼩児看護

93⼈，がん看護35⼈，地域看護31⼈の順であった．

また，助産師免許を有する助産師が助産師養成コース

を希望する者も34⼈（13.3％）みられた．

新設コースを設置した場合の⼤学院の進学希望を年齢

別にみると（表３），「進学したい」「できれば進学したい」

者をあわせた進学希望が半数を占めたのは30歳代

（52.3％）であった．

３）博⼠課程を新設した場合の進学希望

本学に博⼠課程を新設した場合の進学希望は「進学し

たい」16⼈，「できれば進学したい」69⼈，「分野により

進学したい」144⼈をあわせると，229⼈（38.0％）が進

学を希望していた．

３．⼤学院に進学した場合の仕事の継続希望について

１）⼤学院に進学した場合に仕事を継続するか否か

⼤学院に進学した場合に仕事を継続するか否かについ

て，「仕事を継続する」と回答した者は154⼈（25.5％）

で，「辞職する」と回答した者70⼈（11.6％）を上回り，

仕事の継続をしながら進学を希望する助産師のニーズが

うかがえた．

２）仕事を継続する場合の希望

「仕事を継続する」と回答した154⼈に，継続の⽅法を

質問した結果，「仕事の調整が可能なら仕事を継続する」

と回答した者が114⼈（継続すると回答した者の74.0％）

と多かった．

３）仕事を辞職する理由

「仕事を辞職する」と回答した70⼈に，辞職の理由を質

問した結果，最も多かったのは勤務形態や就業状況から

継続は難しいとする者41⼈（辞職すると回答した者の

58.6％）であり，学業に専念したいという理由から辞職

を考える者も26⼈（辞職すると回答した者の37.1％）み

られた．

４．⼤学院進学の意思決定時の問題と⼤学への要望

愛知県内で働く助産師が⼤学院進学の意思決定をする

際に問題となる内容と⼤学への要望を表４に⺬した．

⼤学院進学の意思決定時の問題について343件の⾃由

記載が得られ，最も多かったのは「経済的問題」100件で
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表２ 修⼠課程の新設コースを設置した

場合の進学希望

表３ 年齢別 新設コース設置した場合の⼤学院

の進学希望
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表４ ⼤学院進学の意思決定時の問題と⼤学への要望

表５ CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒



あった．次いで，「家庭との両⽴」61件，「仕事との両⽴」

56件，「教育課程の内容・制度」34件，「⾃分⾃⾝の問題・

能⼒（年齢や学⼒など）」33件の順であげられた．

⼤学への要望としては80件の⾃由記載が得られ，「仕

事や家庭との両⽴可能な環境づくり」32件，「教育内容の

充実」24件，「経済的⽀援制度の整備」11件などが記載さ

れていた．

５．各コース・課程設置に関する意⾒

１）CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒

CNS・認定看護管理者コース設置に関する意⾒を表５

に⺬した．記載は152件あり，設置に賛成する意⾒が84

件と最も多かったが，否定的意⾒も６件みられた．

２）助産師養成コース設置に関する意⾒

助産師養成コース設置に関する意⾒を表６に⺬した．

記載は172件あり，「独⾃の養成コースの必要性は⾼い」

「助産師は修⼠で養成してほしい」「⼤学４年に組み込
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表６ 助産師養成コース設置に関する意⾒



むのは厳しいので養成コースでゆとりをもって学ぶべ

き」「これから助産師を⽬指す看護師からみると魅⼒的

で⼼強いコース」など設置に賛成する意⾒が83件みられ

た．⼀⽅，「わざわざ⼤学院に⾏って免許を取りたいと

は思わない」「助産師学校や⼤学４年の専攻でよい」「少

⼦化の現状を考えるとニーズに対応しているのか疑問」

などの否定的な意⾒も少数であるが14件あった．

また，「助産師としての実践もしっかりできるように

してほしい」「将来開業できるような教育内容にしてほ

しい」「助産師の仕事の展望について伝えられるコース

にしてほしい」「臨床や地域で主導権を発揮できるよう

な助産師育成プログラムを設置してほしい」「助産師独

⾃の活動ができるようなプログラムがあるとよい」など

教育内容に関する希望の意⾒が58件みられた．

３）博⼠課程設置に関する意⾒

博⼠課程設置に関する意⾒を表７に⺬した．記載は97

件あり，設置に賛成する意⾒が57件と半数以上みられた．

また，「修⼠で助産師養成であるならば，博⼠課程のカリ

キュラムを⼗分検討してほしい」「⼥性の⼀⽣に関わる

職業であるため，多⽅⾯の勉強をしてほしい」など教育

内容に関する希望の意⾒が13件みられた．

⼀⽅，「何のために必要か理解しがたい」「底辺である

准看護師の引き上げが重要」などの否定的な意⾒も８件

みられた．

Ⅳ．考察

１．本学⼤学院への進学希望状況

愛知県内で働く助産師603⼈の内，現在の本学⼤学院

（修⼠課程）へは230⼈（38.1％）が進学を希望しており，

進学ニーズは決して低くないことがうかがえた．また，

本学にCNSコース，助産師養成コース，認定看護管理者

コースを新設した場合の進学希望者は256⼈（42.5％）で，

CNSコースの中でも助産師の専⾨領域である⺟性看護

領域を希望する者が225⼈と多かった．また，本学に博

⼠課程を新設した場合の進学希望者は229⼈（38.0％）で，

現在の修⼠課程と同程度の希望数であった．これらのこ

とから愛知県内で働く助産師は，専⾨職として助産師の

資格を持っているにもかかわらず，専⾨的な学びをさら

に深め，⾼度の専⾨能⼒を強化したいという意欲が⾼い

ことがうかがえた．

２．愛知県内で働く助産師の⼤学院進学と仕事の継続に

ついて

愛知県内で働く助産師は⼤学院に進学しても仕事は継

続したいと考えているが，継続するには仕事の調整が必

要であり，現状での継続は勤務形態や就業状況から難し

いと考えている者が多かった．さらに，⼤学院進学の意

思決定において問題になることとして経済的問題をあげ
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表７ 博⼠課程設置に関する意⾒



る⼈が最も多く，仕事の継続を望む背景には経済的問題

が潜んでいることが推測された．また，家庭との両⽴も

意思決定において問題になると答えた者が多かった．こ

れは，新設コース設置の場合の⼤学院進学希望を年齢別

でみると30歳代が最も希望が多かったことから，⼤学院

進学を考える時期が結婚・出産・育児の時期と重なるた

めに困難になっていることが推察された．このことから

⼤学院進学を⽀援するためには，⼤学院への要望の意⾒

としてもあがっているように仕事や家庭との両⽴が可能

な教育体制や教育環境の充実化・柔軟性が必要であるこ

とを再確認した．

３．本学⼤学院助産師養成課程の今後の課題

本調査で助産師養成課程設置について，すでに助産師

の免許を持っている⽴場から貴重な意⾒を得ることがで

きた．設置に賛成する意⾒の⽅が否定的な意⾒よりも多

くみられた．本調査の分析対象である助産師の８割は１

年間（専修・各種学校および短期⼤学卒業）の助産師養

成課程で学んでおり，その対象者が助産師は修⼠課程で

独⾃に２年かけてしっかり学ぶ必要性をあげており，修

⼠課程における助産師養成の必要性が⾼いことがうかが

えた．看護基礎教育の後，さらに専⾨職としての助産師

教育を修⼠課程の２年間で⾏うことは助産師の養成数を

確保するとともに，修⼠の学位をもった⾼度な実践能⼒

を備えた助産師の養成が可能と考える．

また，教育内容に関する意⾒から，助産師独⾃の活動

ができるよう幅広い助産実践がしっかりでき，臨床や地

域で主導権を発揮できる育成プログラムの要望や助産師

としての仕事の展望が伝えられるコースを望む意⾒がみ

られ，修⼠課程において独⾃の実践能⼒を強化し，リー

ダーシップ・マネージメント・コーディネーター能⼒を

培う教育の必要性がうかがえた．また，⺟性のエキス

パートの養成，理論や助産の学問体系をうち⽴てること

のできる⼈材の養成を望む意⾒もあり，実践だけでなく

研究活動も⾃⽴して⾏うことができ，根拠に基づいた助

産学を常に追求する姿勢を学ぶことができるカリキュラ

ムの構築や教育環境の充実の必要性がうかがえた．

育児⽀援能⼒が低下している少⼦社会において，安

全・快適な出産への⽀援とともに地域で⽣活する⺟⼦へ

の継続的⽀援ができる助産師が今後必要と考える．すな

わち，妊娠・出産期の⼥性の診断とケア，新⽣児・乳幼

児を育てる⺟親やその家族への継続的な育児⽀援，⼥性

のライフステージ全般の性・⽣殖に関する健康（リプロ

ダクティブ・ヘルス/ライツ）に関わるリーダーシップ能

⼒，医療施設と助産施設の連携によるマネージメント，

コーディネート能⼒，⼥性のエンパワーメントを重視し

た助産ケアの発想など幅広い活動が助産師には必要とさ

れる．このことは，本調査の助産師養成コースの設置に

関する意⾒からも助産師の免許を持っている助産師が助

産師養成のニーズをあげていた．このニーズに対応する

ためにも，修⼠課程における助産師養成課程を今後本学

も導⼊することが必要であろう．

まとめ

愛知県内で働く助産師を対象に，愛知県⽴看護⼤学⼤

学院への進学および⼤学院における助産師養成課程設置

に関するニーズを調査した結果，⼤学院への進学を希望

しながらも，家庭や仕事の調整，経済的問題などで進学

に躊躇していることがうかがえた．今⽇の急速な社会や

医療状況の変化の中で，助産師の質の保証に応えるため

には，看護基礎教育をふまえ，特殊専⾨領域としての⼤

学院修⼠課程での教育の必要性が⺬唆された．

おわりに

調査にあたりご協⼒いただきました皆様に⼼より感謝

申し上げます．

本稿は，助産師の調査を実施および分析した教員がま

とめたものである．
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